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百
折
不
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「
同
窓
会
総
会
」
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止
、
来
年
の
開
催
に
向
け
て

会
報
誌
で
記
憶・記
録
に
残
し
、来
年
度
につ
な
ぐ

「
幻
の
令
和
二
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度
岐
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窓
会
総
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懇
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４
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事
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計
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２
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岐
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井
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紀
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「
二
〇
二
〇
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
が
、
ま
さ

か
こ
の
よ
う
な
年
に
な
る
と
は
、
誰
が

想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
？　

し
か
し
、

今
こ
そ
「
百
折
不
撓
」
の
言
葉
を
胸
に
、

こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
時
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

岐
阜
高
校
は
令
和
五
年
に
一
五
〇
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

先
輩
た
ち
が
、
ま
さ
に
世
界
中
で
こ
の

「
百
折
不
撓
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
国
難
と
も

い
え
る
状
況
の
中
、
先
輩
の
古
田
肇
岐

阜
県
知
事
や
、
後
輩
の
柴
橋
正
直
岐
阜

市
長
を
は
じ
め
奮
闘
さ
れ
て
い
る
姿
を

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
拝
見
し
て
お
り
ま

す
が
、
私
個
人
と
し
て
は
、
岐
阜
高
校

一
年
の
時
に
、
同
じ
教
室
で
机
を
並
べ

て
授
業
を
う
け
て
い
た
白
木
公
康
君

が
、
ア
ビ
ガ
ン
の
開
発
に
携
わ
り
、
テ

レ
ビ
で
解
説
す
る
の
を
見
た
時
に
は
、

驚
き
と
同
時
に
、
五
〇
余
年
前
の
彼
の

姿
を
思
い
出
し
、
あ
の
時
代
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。

　

校
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
い
か
に
波
が

荒
く
と
も
、
希
望
の
岸
が
遠
く
て
も
、

「
百
折
不
撓
」
で
な
ん
と
か
前
へ
進
ん

で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
二
年
で
あ
る
今
年
の
同

窓
会
は
、
昭
和
五
二
年
、
昭
和
六
二
年
、

そ
し
て
平
成
九
年
の
皆
様
が
、
お
忙
し

い
中
、
一
年
以
上
も
前
か
ら
、
準
備
を

始
め
、
企
画
・
会
報
の
編
集
・
広
告
お

よ
び
協
賛
金
集
め
な
ど
多
方
面
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
運
営
委
員
会
の
方
々
は

先
の
読
め
な
い
事
態
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
冷
静
に
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を
検
討

さ
れ
、
刻
々
と
変
わ
る
状
況
に
あ
わ
せ

て
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
の
六
月
は
、
お
お
ぜ
い
の
先
輩
、

そ
し
て
恩
師
の
先
生
方
の
お
元
気
な
お

姿
に
お
目
に
か
か
り
、
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
や
若
い

後
輩
の
頼
も
し
い
お
姿
を
拝
見
す
る
こ

と
で
、
自
分
が
岐
阜
高
校
の
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
を
、
肌
で
実
感
で
き
る
機
会

が
で
き
る
こ
と
を
、
心
か
ら
祈
り
ま
す
。

百折不撓
岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　木方 伸一郎
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令
和
二
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会
総

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
開
催
に
向
け
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
木
方
伸
一
郎
会
長
様
を
は
じ
め

役
員
・
運
営
委
員
の
皆
様
方
や
開
催
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
多
く
の
同
窓
会

員
の
皆
様
に
は
、
誠
に
残
念
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
同
窓
会
員
の
皆

様
に
は
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
本

校
の
生
徒
は
「
百
折
不
撓
・
自
彊
不
息
」

の
校
訓
の
も
と
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝

統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、「
文
武
両
道
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
学
習
や
部
活
動
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
春
の
進
路

結
果
は
同
窓
会
会
報
で
お
知
ら
せ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
す
が
、
部
活

動
で
も
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用

し
、
各
種
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

活
躍
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
陸
上
競
技
部
、
水
泳
部
、
テ

ニ
ス
部
は
東
海
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
は
書
道
部
、
文
芸
部
、
囲
碁
・
将

棋
部
、
自
然
科
学
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
然
科
学
部
物
理
班
の
生
徒
の
一
名
は

国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
、
化
学
班
の
生
徒
二
名
は
今

年
一
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
国
際
大
会
へ
出
場
、
ま
た
、
生
物
班

は
昨
年
七
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
国
際
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
吹
奏
楽
部
が
東
海
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
銀
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
即
興

型
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
の
取
組
は
二
年

目
と
な
り
、
昨
年
十
二
月
に
は
全
国
大

会
に
出
場
し
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

生
徒
た
ち
と
堂
々
と
渡
り
合
い
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
研
究
部
は
全
国
高
校
生
金

融
ク
イ
ズ
選
手
権
岐
阜
大
会
優
勝
、
さ

ら
に
、
各
都
道
府
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た

四
十
七
校
が
競
い
合
う
「
科
学
の
甲
子

園
」
に
は
本
校
生
徒
が
岐
阜
県
代
表
と

し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岐
高
生
は
様
々
な
分

野
で
果
敢
に
挑
戦
し
、
大
活
躍
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
の
教
育
活

動
に
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の

総
会
は
中
止
と
い
う
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
開
催
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
松
波
和
寿

運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
当
番
幹
事
の

昭
和
五
二
年
、
六
二
年
、
平
成
九
年
卒

業
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
来
年
の
六
月
に
は
、

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

「同窓会総会」今年は残念ながら中止、
来年の開催に向けて

岐阜県立岐阜高等学校　校長　折戸 敏仁
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本
日
は
ご
来
賓
の
皆
様
、
恩
師
の
先

生
方
を
は
じ
め
大
勢
の
同
窓
生
の
皆
様

に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
の
同
窓
会
運
営
幹

事
当
番
年
で
あ
る
昭
和
五
二
年
、
六
二

年
、
平
成
九
年
の
卒
業
生
を
代
表
し
ま

し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
岐
阜
高
校
同
窓
会
総
会
は
令
和

二
年
六
月
一
四
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
…
…
…

　

本
来
な
ら
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で

挨
拶
は
始
ま
る
は
ず
で
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

VID
-19

）

蔓
延
の
た
め
日
本
中
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
三
密
（
密
閉
、
密
集
、

密
接
）
の
自
粛
が
日
本
中
に
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
不
要
不
急
の
外
出
、

帰
省
の
自
粛
も
求
め
ら
れ
、
令
和
二
年

度
岐
阜
高
校
同
窓
会
総
会
は
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
川
島
均
君

（
昭
和
五
二
年
卒
）
を
事
務
局
長
と
し

て
運
営
委
員
の
同
級
生
た
ち
は
忙
し
い

中
、「
同
窓
生
の
懇
親
と
母
校
へ
の
貢

献
の
た
め
の
参
集
。
同
窓
生
の
皆
が
安

心
し
て
参
加
で
き
、
安
全
な
総
会
・
懇

親
会
」
を
目
指
し
て
昨
年
末
か
ら
着
々

と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
元
昭
和
天
皇
記
念
館
副
館
長

の
梶
田
明
宏
君
（
昭
和
五
二
年
卒
）
の

講
演
や
岐
阜
高
校
生
に
よ
る
ビ
デ
オ
上

映
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、「
安
全
な
総
会
・
懇
親
会
」
が
現

実
的
に
無
理
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
ま

し
た
。
二
月
の
段
階
で
は
六
月
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
同
窓
会
総
会
の
開

催
は
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と

な
り
、
さ
ら
に
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
激
に
広
が
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
世
界
規
模
の
災
害
、
世

界
中
が
見
え
な
い
敵
と
の
戦
争
状
態
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
災
害
に
は
い
か
に
世
界
経
済
が
脆
い

か
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
も
と
成
り

立
っ
て
い
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
社
会
の
仕
組
み
、
生
き
る

目
的
、
死
生
観
、
人
生
と
は
な
ん
ぞ
や

と
平
穏
時
に
は
考
え
な
い
こ
と
を
人
類

に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
何
気
な
い
平

穏
な
日
常
が
、
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
な

の
か
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は

お
そ
ら
く
歴
史
的
に
観
て
も
大
き
な
転

換
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の

社
会
が
根
底
か
ら
変
化
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
の
絆
を
、
ふ
れ

あ
い
を
避
け
る
世
界
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
は
寂
し
い
限
り
で
す
。
わ
が
同
窓
生

に
は
様
々
な
業
界
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
立

場
の
方
々
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
日
本
を
再

生
に
向
け
て
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

皆
で
集
ま
る
こ
と
は
断
念
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
運
営
委
員
会
と
し
て
は

幻
の
令
和
二
年
度
岐
阜
高
校
同
窓
会
を

記
憶
・
記
録
に
残
そ
う
と
会
報
誌
の
発

刊
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
自
体
に
な
り
誠
に
残
念

で
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
来
年
度
は
大
勢
の
同
窓
生
が
集

ま
り
岐
阜
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
本
会

報
へ
の
広
告
協
賛
を
頂
い
た
方
々
、
個

人
協
賛
金
を
お
送
り
頂
い
た
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

百
折
不
撓
！

令和２年度同窓会総会運営委員会　委員長　松波 和寿

幻の令和２年度岐阜高校同窓会総会
― 会報誌で記憶・記録に残し、来年度につなぐ ―
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「幻の令和２年度岐阜高校同窓会総会・懇親会」は
以下の式次第で開催されるはずであった・・・

令和 ２年 ６月１４日（日）
会場：岐阜グランドホテル

◎現役生徒活動紹介（映像予定） 　　　　　
◎現役吹奏楽部・音楽部録音曲目の再生演奏

1．総会（１１：００ ～１２：１５）
開会の辞
黙祷
同窓会会長挨拶　　会　　　長　　　　　木方　伸一郎
学校長挨拶　　　　岐阜高等学校　校長　折戸　敏仁
議案審議
　第 １号議案　　　令和元年度事業報告
　第２号議案　　　令和元年度決算報告ならびに監査報告
　第 ３号議案　　　岐阜県立高等学校同窓会役員（案）
　第 ４号議案　　　令和 ２年度事業計画（案）
　第 ５号議案　　　令和 ２年度予算（案）
記念講演　元宮内庁書陵部編修課長
　　　　　昭和天皇記念館副館長　　　　梶田　明宏
　　　　　「令和の時代だからこそ知っておきたい昭和天皇」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【３０分】
祝辞　　　　　　　名　誉　顧　問　　　古田　肇
閉会の辞

◎現役生徒活動紹介（映像予定） 　　　　　
◎現役吹奏楽部・音楽部録音曲目の再生演奏

２ ．懇親会（１２：３０ ～１４：１５）
開会の言葉　　令和 ２年度同窓会総会運営委員会　　委員長　松波　和寿
乾杯
祝電披露
恩師紹介

令和 ３ 年度運営委員会　委員長紹介
校歌斉唱
閉会のことば
� 以上　

令和 2年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇親会　式次第
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議　　　　　事

第１回役員会	 	 4 月23日	 岐阜高校

同窓会総会	 	 	 6月14日	 岐阜グランドホテル

第２回役員会	 	 9 月15日	 岐阜高校

基調講演会（同窓会主催）	 10月 6日	 岐阜高校

	 	 	 	 講師：林　信秀氏（昭和50年卒）

	 	 	 	 　　　みずほ銀行常任顧問

第３回役員会	 	 2 月 2日	 岐阜高校 

≪　参考　≫

・令和２年度　在京（首都圏）同窓会総会

	 	 	 	 令和 2年７月５日　東京ドームホテル

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止と致しました。

＜第４号議案＞
　令和２年度事業計画（案）

＜第１号議案＞
　令和元年度事業報告

第１回役員会	 	 4 月16日	 岐阜高校

同窓会総会	 	 	 6 月 2 日	 岐阜グランドホテル

第２回役員会	 	 9 月10日	 岐阜高校

基調講演会（同窓会主催）	 11月12日	 岐阜高校

	 	 	 	 講師：柘植　康英氏（昭和47年卒）

	 	 	 	 　　　東海旅客鉄道株式会社代表取締役会長

第３回役員会	 	 2 月 4日	 岐阜高校

≪　参考　≫

・令和元年度　在京（首都圏）同窓会総会

	 	 	 	 令和元年７月７日　東京ドームホテル
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古田　　肇

杉山　幹夫	 	 　野々垣　孝　　　　  

森川　幸江	 	 　水谷　邦照

折戸　敏仁

木方伸一郎

木村　容子	 	 　後藤　寿彦　　　 　

杉山　正裕	 	 　遠藤　宏治  　　　   

村瀬　幸雄	 	 　松波　英寿 　　　

神谷眞弓子	 	 　杉山　文康

早川　　徹	 	 　國井　重宏

杉山　文康	 	 　早川　　徹

伊在井みどり	 	 　佐伯　淑子　　　　 

（昭和41年卒）

（昭和20年卒）

（昭和40年卒）

（昭和46年卒）

（昭和46年卒）

（昭和49年卒）

（昭和50年卒）

（昭和51年卒）

（昭和61年卒）

（昭和54年卒）

　 （昭和54年卒）

（昭和31年卒）

（昭和41年卒）

（昭和47年卒）

（昭和49年卒）

（昭和50年卒）

（昭和54年卒）

（昭和61年卒）

（昭和61年卒）

（昭和55年卒）

名誉顧問

顧　　問

名誉会長

会　　長

副 会 長

会　　計

監　　査

＜第３号議案＞
岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案）

※ ※

※

※の方は新任の候補者です。その他の方は再任候補者です。
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科  目  名 令和元年度
（予算） 同左実績 令和 2年度最終

（予算） 予算についてコメント

本会預り金 1,200,000 1,200,000 1,200,000 本会会計より総会運営費　例年通り

本会受入金収入 300,000 300,000 300,000 　　　　　　　〃

会費収入 5,814,000 5,260,000 5,600,000 会員9,000円×620名、教員4,500円×9名

広告料・協賛金収入 6,000,000 6,070,000 6,300,000 会報広告掲載者188名、協賛者14名（実績）

受取利息 0 30 0

祝儀収入 0 20,000 0

合計 13,314,000 12,850,030 13,400,000

１．	 収入の部 （単位：円）

令和２年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　予算書

科  目  名 令和元年度
（予算） 同左実績 令和 2年度最終

（予算） 摘　　要

総会費
総会費 5,800,000 5,737,637 6,150,000 ㈱岐阜グランドホテル支払他

イベント経費 250,000 250,000 250,000 アトラクション出演料

印 刷 費 2,800,000 2,795,363 2,900,000 払込票・広告依頼状・案内状・会報等

通 信 費 200,000 45,942 200,000 はがき・切手・郵送料等

会 議 費 50,000 20,222 50,000 運営委員会議場代・飲料代金等

事 務 費 100,000 35,281 100,000 文具・コピー代等

振込手数料 150,000 150,507 150,000 コンビニ収納手数料・銀行振込手数料

雑　　費 100,000 135,574 100,000 新聞広告費・ＨＰ更新料・出演者交通費等

反省会費 300,000 218,549 300,000 反省会

本会預り金返金 1,200,000 1,200,000 1,200,000 本会への返金

予 備 費 2,364,000 0 2,000,000

余 剰 金 2,261,455 本会への送金

合　　計 13,314,000 12,850,530 13,400,000

２．	 支出の部 （単位：円）
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岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約

第 1 条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条

第 7 条

第 8 条

第 9 条

第 １０ 条

第 １１ 条

第 １2 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。

（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。

（組織）本会は次の会員を以て組織とする。

○正会員

　岐阜県岐阜中学校卒業生

　岐阜県岐阜高等女学校卒業生

　岐阜県岐阜第一中学校卒業生

　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生

　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生

　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生

　岐阜県立岐阜高等学校卒業生

　その他理事会の議を経て、会長の承認した者

○特別会員　　現職員・旧職員

（役員）本会は次の役員をおく。

　名誉顧問・顧問　　若干名　　　　理事会に於て推挙する。

　名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長

　会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。

　副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。

　監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。

（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。

　会長は会務を総括し、総会・理事会・幹事会を召集し、その議長となる。

　副会長は会長を補佐し、会長事故があるときは代行する。

　会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。

　監査は会計を監査する。

　顧間は会長の諮間にこたえる。

（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。

（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回総会を開く。但し必要のある場合は臨時

 総会を開く。

（入会金）正会員は入会金を納入する。

（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。

（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。

（支部）本会には支部を設けることができる。

（同窓会事務局所在場所）岐阜市大縄場３の１、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。

（平成25年６月９日　一部改訂）
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特集
1 昭和天皇にまつわるエピソード

　本年の同窓会総会で、記念講演として、元宮内庁書陵部編修課長 昭和天皇記念館副館長　梶田明宏氏
（昭和５２年卒）の「令和の時代に読む『昭和天皇実録』」を予定していましたが、残念ながら新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止となってしまいました。ここにその一端ですがご紹介させていただき
ます。

1958年（昭和33年） 7 月15日　岐阜県生まれ。

1977年（昭和52年） 3 月　岐阜県立岐阜高等学校卒業。

1978年（昭和53年） 4 月　東京大学教養学部文科Ⅲ類入学。

1980年（昭和55年） 4 月　東京大学文学部国史学専修過程進学。

1982年（昭和57年） 3 月　東京大学文学部国史学専修過程卒業。

1982年（昭和57年） 4 月　�東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程修士課程進学。

1984年（昭和59年） 3 月　�東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程修士課程修了

（文学修士）。

1984年（昭和59年） 4 月　�東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士課程進学。

1989年（平成元年） 3 月　�東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士課程単位

取得満期退学。

1989年（平成元年） 7 月　�総理府事務官研究職に採用。宮内庁書陵部編修課実録研究室

勤務。

1996年（平成 8年） 4 月　主任研究官に昇任。

2001年（平成13年） 4 月　内閣府事務官となる（省庁再編のため）。

2011年（平成23年） 4 月　編修調査官に昇任。

2017年（平成29年） 4 月　書陵部編修課長に昇任。

2019年（平成31年） 3 月　定年退職。

2019年（令和元年） 5 月　昭和天皇記念館副館長就任。

　宮内庁では、主として『昭和天皇実録』の編修に携わる。

　『昭和天皇実録』は1990年（平成 2年）に編修事業を開始、2014年（平成26年）完成し、

同年 8月天皇皇后両陛下に奉呈され、その後、本文18冊（平均800頁）、人名索引・年

譜 1冊として刊行された。

　また編修課長としては、2019年（平成31年）の御譲位、新天皇の御即位に伴う諸儀式

について、過去の歴史的事例に関しての調査を行った。

昭和天皇記念館 展示室全景
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令和の時代に読む『昭和天皇実録』令和の時代に読む『昭和天皇実録』
梶田　明宏

　昭和天皇崩御の直後、宮内庁において、昭和天皇生涯の記録である『昭和天皇実録』を編修することが決定

され、私はそのための増員スタッフの第一号として、平成元年 7月に書陵部編修課に採用されました。当初は

16年の計画でしたが、膨大な資料のために延長を重ね、最初の計画にはなかった公刊も行なうこととなり、平

成31年 3 月に最後となる「人名索引・年譜」の刊行をもって事業全体が終了しました。ちょうど私の定年退職

と重なりました。実に私は、平成という時代のほとんどを、宮内庁の中で昭和天皇と向き合っていたことにな

ります。公刊された『昭和天皇実録』は本文18巻、平均約800頁という膨大なもので、昭和天皇を知る上での

最も基本的な資料となります。

　思えば、約30年の平成の時代が終わり、振り返ってみると、天皇や皇室に対する日本国民の感情や考え方が

大きく変わったことに気がつきます。昭和天皇の時代には、自分の親や祖父の世代には熱烈に崇敬する人たち

もいた一方、公然と批判する人も多く、「天皇制」打破を掲げる過激派の皇室関連施設への攻撃もありました。

戦後世代の自分には、どちらにも心情的になじめませんでしたが、昭和天皇の病気、崩御に直面して、無意識

の中でその存在が非常に大きなものであったことに気づかされました。

　平成の最初は、そのような雰囲気を引きずってはじまりましたが、上皇陛下は即位後、上皇后陛下とともに、

そうした昭和戦前の負の遺産を真摯に受け止め、ご自身のスタイルで沖縄をはじめ国内・国外の戦争被害に真

摯に向き合われ、多くのお言葉と祈りを捧げられました。また、自然災害の被災者への慰問、施設見学などの

際には、国民と同じ目線で語りかけられましたが、それは昭和天皇にはなかったことです。こうしたことは「平

成流」として、多くの国民に支持されたことは、今回の代替わりでの国民の反応を見れば明らかでしょう。

　それでは、日本国憲法下での象徴天皇制は「平成流」であるべきか、というと、そうではないと思います。

というのも、「平成流」とは単に昭和との違いを強調した言い方に過ぎず、それよりも、昭和以前から続いて

いることの方が多いからです。近代の皇室の諸制度は明治から大正期に作られたものが基本です。そして戦後、

一部が廃止・変更され、新たに始まったものが加わり、現代の皇室制度ができた次第です。ですから、現代の

皇室を理解するには、昭和天皇と、昭和天皇の時代の皇室制度を知る必要が

あると思います。『昭和天皇実録』は、そういう視点からも読むことができ

る資料となっています。

　講演でお話ししようと考えていたエピソードの一つは、終戦の詔書に関す

るものです。その一端は、最近書いた『終戦決定の「御裁可」』（『法律時報』

2020年 6 月号「資料の窓」）、佐野恵作『昭和天皇の横顔』（梶田明宏編、文

春学藝ライブラリー ）の解説にも触れていますので、興味のある方はお読み

ください。� （昭和天皇記念館副館長）
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⇨�リスクにさらされながらも子
供たちのために頑張っていた
だきありがとうございます。
どうか、無理はなさらずご自
愛ください。

⇨�仕事を休めない人、出かけな
ければならない人がいます。
そんな方にとって鉄道は命の
足。この状況下でも暮らしを
支え続ける鉄道業の方に心か
ら感謝します。

⇨�ずっと気晴らしも出来ずスト
レスがたまりますが、まわり
の大人と連絡を取ってコミュ
ニケーションは毎日とるよう
にしてがんばりましょう。

⇨�とても辛く、苦しい思いをされ
ていると思います。ですが、絶
対に負けないでください。今
は辛いですが乗り越えた先に
はきっと楽しい事が待ってい
るはずです!素敵な未来を想像
して、一緒に乗り越えましょう!

特集
2

新型コロナウイルスとの「戦い」のまっただ中、
「正しく恐れ、冷静に予防しよう！」

⇨�最前線の現場で懸命に職務を
全うしている医療従事者の皆
さん、関係者の皆さん本当に
ありがとうございます!!その使
命感を感じ感謝するとともに、
僕もできることをできる範囲
で全うしていきます!

鉄道業で働く皆様へ �保育士さんへ �

⇨�毎日お疲れ様です ! 多くの人が
来店をして感染のリスクが高い
なか開店をしていただいて本当
に感謝をしております。スー
パーの職員さんの頑張ってる姿
を見ていると、私も励みになり
ます。

コロナウイルスに感染して
しまった方へ �

幼児を毎日自宅で面倒みる
保護者の方へ �

⇨�空けない夜はありません。今は日にち薬です。時
が経つのを待つのが最適な時もあります。

飲食店経営者の方へ �

⇨明けない夜はない。朝は必ずやってくる。
　目の前のことを一つずつやっていきましょう。

全ての人へ �

「戦い」は
　長期戦か

スーパーで働いてる
方々へ �

医療従事者の皆様へ �

ネットに投稿される応援メッセージ
頑張ろう!

18

特集2／新型コロナウイルスについて



2020年 1 月 7 日（火）　　中国武漢で新型コロナウイルス判明。

2020年 1 月16日（木）　　日本で初の感染確認。神奈川県30代中国人男性。

2020年 1 月23日（木）　　武漢の閉鎖始まる。

2020年 2 月 5 日（水）　　クルーズ船　ダイヤモンド・プリンセス号で集団感染が判明。

2020年 2 月11日（火・祝） 病名を「COVID-19」とする。

2020年 2 月24日（月・振休） 専門家会議が緊急会見を行う。新型コロナウイルスの対応について。

2020年 2 月27日（木）　　安倍首相が全国の小中高校および特別支援学校に臨時休校を要請。

2020年 2 月29日（土）　　安倍首相が記者会見。

2020年 3 月 4 日（水）　　�マスクの高額転売に対して、国民生活安定緊急措置法の適用を行うこと

が閣議決定。

2020年 3 月 6 日（金）　　PCR検査を保険適応させることを発表。

2020年 3 月11日（水）　　第92回選抜高校野球大会の中止が決定。（記事①）
2020年 3 月13日（金）　　新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法案が成立。

2020年 3 月23日（月）　　新型コロナウイルス感染症対策推進室が発足。

2020年 3 月24日（火）　　東京オリンピック・パラリンピック延期決定。（記事②）
2020年 3 月29日（日）　　芸能人の志村けんさん（70）死去。（記事③）
2020年 4 月 3 日（金）　　世界の感染者数が100万人を超える。

2020年 4 月 4 日（土）　　東京都の 1日の感染者数が100人を超える。

2020年 4 月 7 日（火）　　�緊急事態宣言の発令。（期限： 4 / 7 ～ 5 / 6 まで、対象：東京、大阪、

千葉、埼玉、神奈川、福岡、兵庫の 7都府県）（記事④）
2020年 4 月 8 日（水）　　武漢封鎖が解除される。

2020年 4 月 9 日（木）　　国内感染者数が 5千人を超える。

2020年 4 月10日（金）　　愛知県、岐阜県、三重県が各々独自の緊急宣言を発令。（記事⑤）
2020年 4 月11日（土）　　世界中の死者数が10万人を超える。

2020年 4 月15日（水）　　世界中の感染者数が200万人を超える。

2020年 4 月16日（木）　　�緊急事態宣言を全国に拡大し、特定警戒都道府県に13都道府県（東京、大

阪、千葉、埼玉、神奈川、福岡、兵庫、北海道、茨城、石川、愛知、岐阜、

京都）を指定。（記事⑥）
2020年 4 月18日（土）　　国内感染者数が 1万人を超える。

2020年 4 月19日（日）　　東京都の感染者数が 3千人を超える。

2020年 4 月23日（木）　　女優の岡江久美子さん（63）死去。（記事⑦）
2020年 4 月26日（日）　　全国高校総合体育大会（インターハイ）の中止が決定。（記事⑧）

� 以上2020年 4 月27日（月）現在までの時系列を記載

【新型コロナウイルス時系列】【新型コロナウイルス時系列】
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① ②

④ ⑤
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⑥

③

⑦

⑧
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【コロナ】
コロナには、ラテン語で「王冠」という意味がある。ウイルスの形が王冠に似ていたのでこんな
名前になった。ちなみに「皆既日食」のときに見られる美しい太陽の大気層もこう呼ぶ。

【COVID－19】
WHOが決めた新型コロナウイルスが引き起こす病気の名称。Corona  Virus  Disease（コロナウイ
ルス疾患）の頭文字と、発生した2019年を組み合わせた。「COVID」は「コビッド」と読む。

【クラスター】
もとは「同じ種類のものが集まって作る群れ」という意味。政府が 2月25日に決定した「新型コ
ロナウイルス感染症対策の基本方針」で、特に「患者集団」を指す言葉として登場した。

【オーバーシュート】
もとは「為替相場や株価が、目標値を超えて行き過ぎる」という意味の経済用語。政府の専門家
会議が 3月19日に発表した提言に登場し、「爆発的な感染拡大」という意味で使われるようになっ
た。

【濃厚接触】
新型コロナウイルスの感染者と同居や長時間の接触を行うこと。たとえば、家族などで同一空間
での生活はもとより、長時間の会食や身体的な接触などが該当する。
国立感染症研究所 感染症疫学センターでは、濃厚接触者を次のように定義している。
〇世帯内接触者
　「患者」と同一住所に居住する者
〇医療関係者等
　�個人防護具を装着しなかった又は正しく着用しないなど、必要な感染予防策なしで、「患者」の
診察、処置、搬送等に直接係わった医療関係者や搬送担当者
〇汚染物質の接触者
　「患者」由来の体液、分泌物（痰など（汗を除く））などに、必要な感染予防策なしで接触した者
〇その他
　�手で触れること又は対面で会話することが可能な距離（目安として 2メートル）で、必要な感染
予防策なしで、「患者」と接触があった者（患者の症状やマスクの使用状況などから患者の感染
性を総合的に判断する）

【3密】
新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、個人が避けるべき「密閉」「密集」「密接」の 3つ
のこと。首相官邸と厚生労働省が作成した資料では、換気の悪い「密閉」空間、多数が集まる「密
集」場所、間近で会話や発声をする「密接」場面の 3つと説明される。

【新型コロナウイルス関連用語集】【新型コロナウイルス関連用語集】
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【PCR検査】
Polymerase Chain Reaction（ポリメラーゼ連鎖反応）検査のこと。微量の検体を高感度で検出する
検査手法であり、「核酸増幅法」とも呼ばれる。被検者の口や鼻（鼻咽頭）の粘液を綿棒で擦り取り、
PCR検査をすることによって、ウイルスの感染の有無が明らかにできるとされる。PCR検査で陽性
の結果が出れば、新型コロナウイルスに感染していることになる。

【接触感染】
感染症の感染経路のひとつ。皮膚や粘膜の直接的な接触や、医療従事者の手や医療器具、手すり
やタオルなどのような物体の表面を介した間接的な接触により、ウイルスや細菌（病原体）が付着
することによって生じる感染経路のこと。

【飛沫感染】
感染症の感染経路のひとつ。感染者の咳やくしゃみなどの飛沫に含まれるウイルスや細菌（病原体）
を吸い込むことによって生じる感染経路のこと。

【パンデミック】
ある感染症が世界的な流行になること。語源は、ギリシア語の pandēmos （pan-「すべて」 ＋
dēmos 「人々」）。疫学用語としては、特定地域での流行をエンデミック（endemic）、複数地域での
流行をエピデミック（epidemic）、世界的な流行をパンデミックという。

【緊急事態宣言】
一般的には、大規模な災害や伝染病の拡大などによって国家の運営が危機的な状況になった際、
緊急事態に対応するために特別法を発令するための宣言のことを指す。今回の新型コロナウイル
スについては、2020年 3 月13日に成立した「新型インフルエンザ等対策特別措置法」の改正法に
もとづき、政府対策本部長である安倍晋三首相が 4月 7日夜に発令した宣言が該当する。対象区
域は東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、大阪府、兵庫県、福岡県の 7都府県、効力は 4月 8日
から 5月 6日までとされた。その後、4月16日に対象区域を全国に拡大し、すでに対象区域となっ
ていた 7都府県に、北海道、茨城県、石川県、岐阜県、愛知県、京都府を加えた13都道府県を、
重点的に対応する「特定警戒都道府県」とした。

【ロックダウン】
3 月19日の専門家会議の提言では、「都市を封鎖したり、強制的な外出禁止の措置や生活必需品以
外の店舗閉鎖などを行う、強硬な措置」と定義。その後東京都の小池百合子知事がテレビ中継さ
れた記者会見で「このままではロックダウンを招く」などとこの言葉を連発し、一気にトレンドワー
ドになった。

【ECMO（エクモ）】
肺の機能が低下した患者の血液を体外に出し、酸素を送り込んでから体に戻す高度な医療機器。
これまでの人工呼吸器では救えない重い肺炎患者の肺の機能を代替する機器として注目され、政
府は 4月 7日、メーカーに増産を要請した。
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【アビガン】
富士フイルムHD傘下の製薬会社が開発した新型インフルエンザの治療薬。新型コロナウイルスに
よる肺炎の治療薬としても期待され、すでに患者への投与が始まっている。

【コロナ疎開】
感染者が多い東京や大阪などの都市部から地方へ帰省や旅行で避難すること。「感染拡大防止や外
出自粛に反する」と厳しい目が向けられている。

【コロナ禍】
「コロナか」と読む。「禍」はわざわいの意味。主に「新型コロナウイルスによる被害」の意味で
使われている。「ペスト禍」「エイズ禍」「マラリア禍」などの言葉もある。

【アベノマスク】
「布マスク 2枚配布」など安倍政権による一連のウイルス対応を、経済政策「アベノミクス」をもじっ
て「アベノマスク」とからかう表現のこと。安倍晋三首相が鼻と口をかろうじて覆う妙に小さな
サイズのマスクをしていることにも注目が集まった。

【医療従事者】
医療関係の仕事に従事する者を指す。医師や歯科医師、看護師、薬剤師のほか、助産師、保健師、
管理栄養士、社会福祉士、精神保健福祉士、臨床検査技師、診療放射線技師、臨床工学技士、歯
科衛生士、理学療法士、作業療法士、義肢装具士、歯科技工士、救急救命士、言語聴覚士、視能
訓練士、看護助手などが該当する。

【医療崩壊】
感染症などの社会的な拡大によって罹患者が急増することで、医療従事者や医療器具の不足、病
院などの医療機関で受け入れられる患者数の制限、重症者への不十分な治療など、医療サービス
の提供が困難な状態になること。アウトブレイクによって病院などの医療機関が封鎖されたり、
医療従事者が大量に隔離されたりすることで、さらに危機的な状況となる。

【咳エチケット】
感染症を他人に感染させないために、個人が咳やくしゃみをする際に、マスク、ティッシュやハ
ンカチ、袖で口や鼻をおさえることで、飛沫の発生を防止すること。

【ソーシャルディスタンシング】
社会的距離。感染症などの感染拡大防止のために、人と人の間に物理的な距離をとること。具体
的には、 1 . 8 メートル（約 6フィート）から 2メートル以上の距離が必要といわれている。
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特集
4

恩
師
か
ら
の
便
り

3年5組
（文系、男女クラス）

3年4組
（理系、男女クラス）

3年3組
（理系、男子クラス）

3年2組
（理系、男子クラス）

3年1組
（理系、男子クラス）

江崎　力先生
（英語）

川田一朗先生
（化学）

高木猛夫先生
（物理）

生田久尚先生
（数学）

浅井克彦先生
（数学）

3年10組
（文系、男子クラス）

3年9組
（文系、男女クラス）

3年8組
（文系、男女クラス）

3年7組
（文系、男女クラス）

3年6組
（文系、男女クラス）

高橋伸郎先生
（国語）

野村宣心先生
（社会）

大島八郎先生
（英語）

山本　昇先生
（国語）

西尾昭夫先生
（社会）

今年の幹事学年の昭和52年卒業生の
3年時の担任の先生の写真です

　次世代のリーダー育成　数学科教員として1972

年に各務原高校で第一歩を踏み出し、校長は中濃

高校、恵那高校、関高校で歴任。38年間の教員人

生で、県教育委員会での勤務や知事公室の教育改

革企画監なども務め、現場を支えながら高校統合

や次世代リーダーの育成にも携わり、県教育の底

上げに貢献した。

　「上司と同僚の先生に恵まれた。一緒に学んだ生

徒たちにも感謝」と語る。教育熱心で、定年退職

後も私立学校で教壇に立ち「先行き不透明な時代。

自分で考えて判断する力を身に付けさせたい」と

意気込む。� （写真と記事は岐阜新聞より）

昭和50年～昭和55年に在籍された小邑政明先生（数学）が
令和2年春の叙勲で瑞宝双光章を受章されました

今年の幹事学年の昭和52年卒業生の
3年時の担任の先生の写真です

小邑政明さん（70）【瑞宝双光章・教育功労】
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昔
と
云
っ
て
も
今
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
前

の
こ
と
で
す
が
、
嘗
て
の
岐
阜
高
校
の
同

窓
会
総
会
は
岐
阜
高
女
（
藍
水
ク
ラ
ブ
）

に
岐
阜
中
学
と
岐
阜
高
校
の
三
校
の
同
窓

生
の
会
で
、
集
ま
る
の
は
百
数
十
名
程
で

し
た
。
日
時
は
今
と
同
じ
よ
う
に
毎
年
六

月
の
第
二
日
曜
日
で
、
会
場
は
決
ま
っ
て

長
良
川
ホ
テ
ル
で
し
た
。
会
に
は
県
立
岐

商
の
瀬
川
会
長
が
い
つ
も
来
賓
と
し
て
臨

席
さ
れ
往
時
の
野
球
談
議
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
談
議
に
は
岐
商
の
優
位

性
が
常
に
匂
い
ま
し
た
が
同
時
に
総
会
の

規
模
に
も
無
言
の
余
裕
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
総
会
出
席
者

数
は
岐
商
と
岐
工
が
群
を
抜
き
互
い
に
千

人
規
模
を
競
っ
て
い
た
の
で
す
。「
天
下

の
岐
高
」
と
嘯
き
な
が
ら
総
会
の
数
は
岐

商
や
岐
工
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
の
は
悔

し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
頃

の
総
会
は
藍
水
ク
ラ
ブ
と
岐
中
に
負
ん
ぶ

に
抱
っ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
し
か

し
そ
の
岐
中
・
岐
高
女
の
会
員
数
は
年
を

追
う
毎
に
減
る
ば
か
り
で
、
当
時
藍
水
ク

ラ
ブ
の
会
長
は
高
木
あ
い
様
で
し
た
が
、

い
つ
も
総
会
の
先
細
り
を
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
総
会
の
会
員
数
を
増
や
す
に
は

岐
高
の
卒
業
生
が
頑
張
る
し
か
な
か
っ
た

の
で
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
現
在
の
同
窓
会

総
会
運
営
委
員
会
な
る
組
織
化
が
持
ち
上

が
り
、
学
年
同
窓
会
の
組
織
の
強
化
が
図

ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
初
年
度
の
幹
事
学

年
に
当
た
っ
た
の
が
昭
和
二
三
年
卒
と

三
三
年
卒
と
四
三
年
卒
の
一
〇
年
違
い
の

三
学
年
で
し
た
。
昭
和
二
三
年
の
委
員
長

と
し
て
岡
本
太
右
衛
門
様
を
担
ぎ
出
し
た

の
は
、
三
三
年
と
四
三
年
の
幹
事
が
何
度

も
議
論
を
交
わ
し
た
末
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
の
組
織
が
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
し
た
。
新
た
な
組
織
が
固
ま
る
ま

で
に
は
多
々
苦
情
も
持
ち
込
ま
れ
た
り
い

ろ
い
ろ
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

三
三
年
の
長
村
辰
也
、
松
久
弘
子
、
西
澤

恭
平
各
位
を
始
め
多
く
の
方
々
の
揺
る
が

ぬ
結
束
力
で
切
り
抜
け
て
頂
け
ま
し
た
。

四
三
年
の
高
井
直
樹
、
棚
橋
鋭
市
朗
、
杉

山
恵
子
、
瀬
川
順
子
、
日
比
野
広
子
、
西

部
啓
司
、
川
出
良
治
各
位
の
実
働
部
隊
の

働
き
も
力
強
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
旗
揚

げ
時
に
現
在
の
運
営
組
織
の
骨
格
も
で
き

あ
が
っ
た
の
で
す
。
更
に
そ
の
翌
年
の

二
四
年
卒
、
三
四
年
卒
、
四
四
年
卒
の
運

営
組
織
も
着
々
と
固
め
て
頂
け
、
二
四
年

の
平
井
照
二
様
を
委
員
長
と
す
る
運
営
組

織
が
成
っ
た
二
年
目
か
ら
三
学
年
が
揃
い

踏
み
し
て
頂
け
、
今
日
の
組
織
の
礎
が
出

来
上
が
っ
た
の
で
す
。
岐
高
の
同
窓
生
が

年
々
歳
々
同
窓
の
絆
を
深
め
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
で
は
総
会
で
岐
高
女
の
「
姫
小
松
」

が
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い
限
り

で
す
が
、
岐
阜
高
校
の
あ
の
力
強
い
校
歌

が
多
く
の
会
員
に
よ
っ
て
高
ら
か
に
歌
わ

れ
る
歌
声
は
実
に
い
い
も
の
で
す
ね
。
内

に
漲
る
闘
志
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

　『「
昭
和
六
三
年
度
・
平
成
元
年
三
月
卒

業
生
」　
最
後
と
も
最
初
と
も
言
え
る
変

に
区
切
り
の
良
い
年
、
君
達
は
、
十
余
年

の
温
室
生
活
に
別
れ
を
告
げ
、
社
会
の
荒

波
の
中
に
旅
立
っ
て
い
く
。

　
そ
の
高
校
生
活
の
最
後
を
飾
っ
た
「
岐

阜
高
等
学
校
三
年
〇
組
」、
本
館
西
階
段

を
上
り
切
っ
た
四
階
、
夏
場
の
風
通
し
は

最
高
で
も
、
伊
吹
下
し
の
北
風
に
窓
が
ガ

タ
ガ
タ
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
、
冬
場
の
寒
さ

に
凍
え
た
教
室
…
…
。
満
開
の
桜
、新
緑
、

紅
葉
と
四
季
折
々
の
眺
め
で
勉
学
の
疲
れ

を
癒
し
て
く
れ
た
金
華
山
、
滔
々
と
流
れ

る
長
良
川
…
…
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
吹
き
抜

け
る
風
に
運
ば
れ
る
砂
塵
の
た
め
に
、
拭

い
て
も
拭
い
て
も
白
か
っ
た
机
…
…
。
そ

ん
な
環
境
の
中
で
、
個
性
的
に
生
き
た

四
八
人
の
生
徒
達
…
…
。

　
勉
学
の
面
で
は
緻
密
な
思
考
力
を
持
ち

な
が
ら
も
、
生
活
面
で
は
何
時
も
大
ボ
ケ

こ
い
た
ド
ジ
な
や
つ
…
…
。
ス
ポ
ー
ツ
万

能
の
や
つ
、
体
育
の
時
間
に
な
る
と
シ
ョ

ボ
ン
と
す
る
や
つ
。
率
先
し
て
ク
ラ
ス
の

仕
事
を
引
き
受
け
遂
行
し
た
や
つ
、
掃
除

に
な
る
と
途
端
に
姿
を
消
し
た
や
つ
。
三

年
間
皆
勤
の
や
つ
、
一
年
間
に
六
〇
日
も

遅
刻
し
た
や
つ
。
…
…
、（
以
下
略
）』

　
三
〇
余
年
前
、
小
生
の
最
後
の
担
任
ク

ラ
ス
の
「
卒
業
文
集
」
に
贈
っ
た
巻
頭
言

の
冒
頭
で
あ
る
。
元
号
は
変
わ
れ
ど
、
錆

び
た
鉄
枠
の
窓
ガ
ラ
ス
の
校
舎
か
ら
近
代

的
な
校
舎
に
変
わ
れ
ど
、『
鬼
』
が
『
仏
』

に
変
わ
れ
ど
、『
岐
阜
高
』
で
共
に
学
ん

だ
者
と
し
て
の
誇
り
と
友
情
は
消
え
去
る

こ
と
は
無
く
、
懐
か
し
い
思
い
出
も
場
に

応
じ
て
蘇
っ
て
く
る
。
立
派
に
成
長
し
、

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
諸
氏
を
見
聞
き

す
る
毎
に
、こ
の
思
い
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

　
一
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
岐
阜
高
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
三
年
生
を

担
任
し
た
の
は
こ
の
年
を
含
め
て
二
度
の

み
…
…
、
逆
に
、
奥
飛
騨
の
「
林
間
学
舎
」

引
率
は
十
余
回
、
学
舎
広
場
の
草
刈
り
作

業
を
含
め
、
年
に
三
回
も
行
っ
た
記
憶
も

あ
る
。
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
西

穂
登
山
」、
途
中
挫
け
そ
う
に
な
る
生
徒

を
叱
咤
激
励
（
脅
迫
？
）
し
て
、全
員
、「
独

標
」
ま
で
辿
り
つ
い
た
後
の
展
望
と
達
成

感
は
今
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

　
当
時
、
出
席
簿
や
受
験
雑
誌
で
叩
き
ま

く
っ
た
小
生
も
、
喜
寿
を
目
前
に
、
今
は
、

近
隣
の
老
人
と
お
喋
り
を
楽
し
み
な
が
ら

農
作
業
に
明
け
暮
れ
る
日
々
で
あ
る
。

　
こ
ん
な
思
い
出
を
創
っ
て
く
れ
た
岐
阜

高
校
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
関
係
諸
氏
・
卒
業
生
諸
君
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
、
岐
高
同
窓
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

伊藤　俊一 先生

追
憶

伊
藤
俊
一

岩田　孝志 先生

岐
阜
高
校
同
窓
会
の
今
昔

岩
田
孝
志

33

特集4／恩師からの便り



　
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
思
わ

ぬ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
で
、

ひ
と
ま
ず
一
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
五
六
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
年
に
岐
阜
県
の
教
員
と
し
て
奉
職
し

ま
し
た
。
以
来
、
加
納
高
を
振
り
出
し
に

大
垣
北
高
、
二
度
目
の
加
納
高
、
大
垣
西

高
、
岐
阜
高
と
何
故
か
普
通
科
進
学
高
校

ば
か
り
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
伝
統
も
あ
り
地
域
を
代
表
す
る
名

門
校
ば
か
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る

校
風
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
教
員
生
活
最

後
の
勤
務
校
と
な
り
ま
し
た
岐
阜
高
校
は

と
り
わ
け
記
憶
の
中
に
強
く
、
鮮
明
に

残
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
生
徒
諸
君
の
持

つ
多
彩
な
才
能
や
能
力
、
そ
し
て
そ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

　
日
頃
の
学
習
は
勿
論
、
部
活
を
は
じ
め

文
化
祭
、
運
動
会
、
球
技
大
会
、
林
間
学

舎
な
ど
の
学
校
行
事
等
へ
の
参
加
意
欲
の

高
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
サ
ッ
カ
ー

部
の
顧
問
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
員
達

は
放
課
後
そ
れ
ぞ
れ
に
練
習
に
駆
け
付
け

二
時
間
程
度
の
練
習
に
集
中
す
る
。私
は
、

部
員
達
が
前
夜
遅
く
ま
で
学
習
し
て
い
る

こ
と
や
今
日
も
練
習
後
、
塾
通
い
や
深
夜

ま
で
の
学
習
を
想
像
し
、
下
校
時
間
が
遅

く
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
の
が
常
で

し
た
。
し
か
し
、
練
習
終
了
後
、
私
が
職

員
室
へ
戻
り
一
息
つ
き
、
帰
宅
前
に
グ
ラ

ン
ド
や
ク
ラ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
へ
確
認
に
行
く

と
、
薄
暗
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ま
だ
ボ
ー
ル

を
蹴
る
音
が
聞
こ
え
、
私
は
持
っ
て
い
た

赤
色
の
な
に
か
を
頭
上
に
か
ざ
し
な
が

ら
、
大
声
で
「
退
場
、
退
場
！
」
と
叫
ん

だ
こ
と
が
幾
度
と
な
く
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
若
者
た
ち
の
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感

嘆
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
卒
業
時
又
は
そ
の

先
の
人
生
で
の
大
望
が
叶
え
ら
れ
ま
す
よ

う
に
と
願
う
ば
か
り
の
日
々
で
し
た
。

松原　郁夫 先生

尽
き
な
い
情
熱
と
共
に

松
原
郁
夫
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特集4／恩師からの便り



組

昭
和
49
年
度
第
一
学
年

昭
和
50
年
度
第
二
学
年

昭
和
51
年
度
第
三
学
年

学年主任

真
鍋
　
享
山

高
木
　
猛
夫

高
木
　
猛
夫

１

高
田
　
　
晃

浅
井
　
勝
彦

浅
井
　
勝
彦

２

浅
井
　
勝
彦

江
崎
　
　
力

生
田
　
久
尚

３

山
本
　
　
昇

生
田
　
久
尚

高
木
　
猛
夫

４

加
藤
　
元
高

川
田
　
一
朗

川
田
　
一
朗

５

真
鍋
　
享
山

杉
山
　
了
昌

江
崎
　
　
力

６

生
田
　
久
尚

杉
山
　
勝
美

西
尾
　
昭
夫

７

杉
山
　
了
昌

高
木
　
猛
夫

山
本
　
　
昇

８

渥
美
茂
四
郎

鵜
飼
　
宗
律

大
島
　
八
郎

９

菅
原
　
義
泰

山
本
　
　
昇

野
村
　
宣
心

10

松
田
　
秀
夫

渡
部
　
正
宏

高
橋
　
伸
郎

組

平
成
６
年
度
第
一
学
年

平
成
７
年
度
第
二
学
年

平
成
８
年
度
第
三
学
年

学年主任

大
野
　
昭
義

大
野
　
昭
義

大
野
　
昭
義

１

大
平
　
高
司

重
山
　
武
平

重
山
　
武
平

２

原
　
　
賢
仁

神
田
　
輝
郎

浦
崎
　
太
郎

３

岩
井
　
豊
実

堀
　
　
有
吾

堀
　
　
有
吾

４

神
田
　
輝
郎

岩
井
　
豊
実

岩
井
　
豊
実

５

鈴
木
　
康
道

鈴
木
　
康
道

神
田
　
輝
郎

６

岩
田
　
　
保

岩
田
　
　
保

瀬
口
　
芳
彦

７

国
江
　
秀
吉

国
江
　
秀
吉

鈴
木
　
　
健

８

鈴
木
　
　
健

鈴
木
　
　
健

国
江
　
秀
吉

９

重
山
　
武
平

大
平
　
高
司

大
平
　
高
司

10

堀
　
　
有
吾

竹
中
　
良
典

竹
中
　
良
典

組

昭
和
59
年
度
第
一
学
年

昭
和
60
年
度
第
二
学
年

昭
和
61
年
度
第
三
学
年

学年主任

西
尾
　
昭
夫

西
尾
　
昭
夫

西
尾
　
昭
夫

１

西
尾
　
昭
夫

西
尾
　
昭
夫

網
野
　
俊
六

２

伊
藤
　
俊
一

岩
田
　
孝
志

荒
深
　
正
武

３

太
田
　
　
宏

日
下
部
光
穂

戸
田
　
孝
道

４

岩
田
　
孝
志

荒
深
　
正
武

沼
波
　
政
信

５

望
月
　
俊
実

伊
藤
　
俊
一

日
比
野
安
平

６

各
務
　
　
斉

望
月
　
俊
実

河
村
　
泰
子

７

村
瀬
　
隆
平

太
田
　
　
宏

望
月
　
俊
実

８

網
野
　
俊
六

網
野
　
俊
六

西
尾
　
昭
夫

９

河
村
　
泰
子

河
村
　
泰
子

伊
藤
　
俊
一

10

荒
深
　
正
武

村
瀬
　
隆
平

太
田
　
　
宏

昭
和
52
年
３
月
卒
業
生

昭
和
62
年
３
月
卒
業
生

平
成
９
年
３
月
卒
業
生

当
番
幹
事
学
年
が
お
世
話
に
な
っ
た
３
年
間
の
ク
ラ
ス
担
任

当番幹事学年の
３年間の担任
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当番幹事学年がお世話になった3年間のクラス担任


